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第
十
節
　
　
伝
藤
原
行
成
筆
大
字
切
の
位
置

一

伝
藤
原
行
成
筆
大
字
切
（
略
称
：
伝
行
成
筆
大
字
切
、
略
号
：
行
大
）
は
書
さ
れ
て
い
る
各
文
字
の
大
き
さ
が
他
本
に
比
し
て
大
き
い
こ
と
か

ら
そ
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
現
存
状
況
か
ら
、
書
さ
れ
た
当
時
は
恐
ら
く
巻
上
・
下
と
も
に
揃
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
1
（

。

か
つ
て
、
堀
部
正
二
氏
は
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
い
て
「
そ
の
筆
蹟
は
高
野
切
第
一
種
と
同
筆
と
思
し
き
も
の
で
、
恐
ら
く
は
行
成
の
流

風
を
汲
む
者
の
筆
、
後
一
條
・
後
朱
雀
帝
の
頃
の
も
の
で
あ
ら
う
」
と
さ
れ
た
。「
朗
詠
集
を
書
写
し
た
も
の
の
中
で
は
そ
の
最
も
古
き
も
の
の

一
つ
と
考
へ
ら
れ
る
点
、
頗
る
貴
重
す
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
本
文
は
「
粘
葉
装
本
や
関
戸
家
本
な
ど
の
系
統
と
は
又
別
種
の

も
の
の
や
う
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
2
（

。
し
か
し
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

小
松
茂
美
氏
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
お
い
て
そ
の
書
写
年
代
を
「
天
喜
元
年
〈
一
〇
五
三
〉
前
後
」
と
さ
れ
た
も
の
の
、
本
文
に
関
す
る
御
論
は

見
当
た
ら
な
い
）
3
（

。

一
方
、
久
曽
神
昇
氏
は
、
平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
を
「
初
稿
本
」・「
再
稿
本
」・「
精
撰
本
」
に
分
類
さ
れ
、
伝
行
成
筆
大
字
切
は
久

松
切
と
と
も
に
「
再
稿
本
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
よ
う
」
と
さ
れ
た
。
同
氏
は
巻
子
本
・
葦
手
本
に
つ
い
て
も
「
再
稿
本
」
と
さ
れ
た
）
4
（

。

伝
行
成
筆
大
字
切
は
現
存
す
る
分
量
が
僅
か
で
あ
り
、
そ
こ
で
得
た
考
察
結
果
を
も
と
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
書
写
年
代

が
古
く
、
名
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
研
究
上
、
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ
る
。
著
者
は
、
前
掲
書
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』・『
古
筆
学
大
成
』
に
未
掲
載

の
若
干
の
伝
行
成
筆
大
字
切
の
資
料
を
調
査
し
得
た
こ
と
か
ら
、
前
述
し
た
先
学
の
所
論
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
行
っ
た
。
本
節
で
は
『
和
漢

朗
詠
集
』
諸
伝
本
に
お
け
る
伝
行
成
筆
大
字
切
の
位
置
付
け
に
関
す
る
調
査
報
告
を
行
い
、
私
見
を
述
べ
る
。
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二

調
査
し
得
た
伝
行
成
筆
大
字
切
の
詩
歌
句
を
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
番
号
で
示
す
と
次
の
通
り
と
な
る
）
5
（

。

①
301
・
302
・
303　

②
304
・
305
・
306　

③
317
〜
321　

④
322
〜
326　

⑤
334
〜
337　

⑥
382
〜
387　

⑦
389
〜
391　

⑧
396　

⑨
458
〜
460　

⑩
475
〜
478　

⑪
480

⑫
481
・
482
・
483　

⑬
578
〜
585　

⑭
608
・
609
・
610

諸
伝
本
間
に
見
ら
れ
る
排
列
に
つ
い
て
異
同
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
右
の
う
ち
の
⑫
で
は
巻
子
本
に
、
ま
た
、
⑭
で
は
久
松
切
に
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
揺
れ
が
確
認
さ
れ
た
が
、
伝
行
成
筆
大
字
切
の
排
列
は
い
ず
れ
も
そ
の
他
の
伝
本
と
同
一
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
詩
歌
句
の
有
無
に
つ
い

て
は
以
下
の
通
り
異
同
が
あ
る
。
右
の
①
〜
⑭
の
う
ち
、
他
本
に
は
あ
り
、
伝
行
成
筆
大
字
切
に
は
無
い
詩
歌
句
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
他

本
に
は
無
い
詩
歌
句
を
伝
行
成
筆
大
字
切
が
有
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
321
・
322
で
あ
り
、
右
の
う
ち
の
③
・
④
に
含
ま
れ
て
い
る
。
既

に
、
本
書
（
第
二
章 

第
五
節
）
中
、
述
べ
た
通
り
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
で
は
321
有
、
322
無
で
あ
る
。
ま
た
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
で
は
321
無
、
322
有

で
あ
る
。
粘
葉
本
類
に
322
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
、
久
曽
神
昇
氏
は
「
原
本
に
は
存
し
な
が
ら
、
粘
葉
本
、
伊
予
切
の
祖
本
に
お
い
て
、
す
で
に

脱
し
て
い
た
と
、
し
ば
ら
く
推
定
し
て
お
く
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
6
（

。
著
者
も
「
322
は
原
本
に
は
存
し
て
い
た
」
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
事

由
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
書
（
第
二
章 

第
五
節
）
中
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
次
に
挙
げ
る
当
該
二
首
（
321
・
322
）
に
存
す
る
伝
行
成
筆
大

字
切
の
注
記
の
内
容
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
伝
行
成
筆
大
字
切
の
注
記
を
挙
げ
、
次
に
異
同
を
載
せ
、
当
該
注
記
を
有
す
る
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。

◆
321
田
（
行
大
・
唐
2
）

菅
（
粘
・
伊
）

田
達
音
（
久
・
戊
）

白 

或
本
田
（
山
）

秋
暮
傍
山
行　

田
達
音
（
多
）
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◆
322
天
浄
識
賓
鴻　

菅
（
行
大
・
山
・
多
）

天
浄
識
賓
■　

菅
（
久
）
7
（

）

菅
（
雲
）
8
（

・
関
・
戊
・
葦
）

右
に
挙
げ
た
321
に
つ
い
て
、
伝
行
成
筆
大
字
切
で
は
（
唐
紙
切
2
に
も
）「
田
」
と
あ
る
。
そ
の
他
、
久
松
切
・
戊
辰
切
・
多
賀
切
で
は
「
田
達
音
」

と
あ
り
、山
城
切
で
は
「
或
本
田
」
と
注
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
た
だ
し
、「
田
」、不
明
確
）。
い
ず
れ
も
島
田
忠
臣
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

粘
葉
本
・
伊
予
切
で
は
、「
菅
」
と
す
る
が
、
本
作
品
は
『
田
氏
家
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
322
の
伝
行
成
筆
大
字
切
で
は
（
山
城
切
・

多
賀
切
に
も
）「
天
浄
識
賓
鴻　

菅
」
と
注
さ
れ
、
出
典
『
菅
家
文
草
』
巻
五
の
記
載
（「
重
陽
節
侍
宴
同
賦　

天
浄
識
賓
鴻
応
製
」
）
と
一
部
、
一

致
し
て
い
る
。
な
お
、
久
松
切
に
つ
い
て
は
「
賓
」
の
下
に
位
置
す
る
文
字
が
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
伝
行
成
筆
大
字
切
と
同
一

で
あ
る
。

以
上
、
伝
行
成
筆
大
字
切
は
排
列
に
お
い
て
は
他
本
と
殆
ど
が
一
致
し
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
次
に
、
諸
伝

本
と
伝
行
成
筆
大
字
切
と
の
間
に
見
ら
れ
る
詩
歌
句
の
有
無
に
つ
い
て
異
同
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
伝
行
成
筆
大
字
切
に
脱
漏
と
思
し
き
詩
歌

句
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
伝
行
成
筆
大
字
切
は
321
（
雲
紙
本
類
に
は
無
）・
322
（
粘
葉
本
類
に
は
無
）
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
注
記
が
他
文

献
の
も
の
と
一
致
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
前
述
し
た
通
り
、
伝
行
成
筆
大
字
切
の
書
写
年
代
は
先
学
に
よ
り
粘
葉
本
・
雲
紙
本

両
類
と
同
じ
頃
（
十
一
世
紀
中
葉
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
前
提
と
す
る
と
、
伝
行
成
筆
大
字
切
が
321
と
322
を
有
し
、
し
か
も
、
そ
こ
に

書
さ
れ
て
い
る
注
記
の
内
容
が
他
文
献
の
も
の
と
一
致
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
撰
者
が
作
っ
た
原
本
に
は
当
該
二
首
（
321
・
322
）
が
併
存
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
す
る
。

な
お
本
書
中
、
指
摘
し
た
通
り
、
著
者
が
調
査
し
得
た
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
十
二
世
紀
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
諸
伝
本
の
全
て
が
伝
行

成
筆
大
字
切
と
同
様
に
当
該
二
首
（
321
・
322
）
を
有
し
、
か
つ
、
久
松
切
・
唐
紙
切
2
・
山
城
切
・
多
賀
切
・
戊
辰
切
の
注
記
内
容
が
伝
行
成
筆

大
字
切
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
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三

次
に
、
個
々
の
本
文
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
伝
行
成
筆
大
字
切
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
を
み
る
た
め
に
、
和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は

一
文
字
を
単
位
と
し
て
異
同
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
、
及
び
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
に
つ
い
て
は
異
同

と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
後
人
に
よ
る
改
竄
か
と
思
し
き
文
字
、
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い

て
も
原
則
、
異
同
判
定
の
際
、
そ
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

そ
の
結
果
が
次
の
【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
で
あ
り
、
斜
線
の
左
は
和
歌
、
右
は
漢
詩
を
示
し
、
上
と
右
に
記
し
た
略
号
の
結
ば
れ

た
欄
を
そ
れ
ぞ
れ
三
段
に
分
け
、
上
段
に
は
そ
の
二
本
間
に
お
け
る
対
照
箇
所
数
を
、
中
段
に
は
同
文
箇
所
数
を
、
下
段
に
は
そ
の
対
照
箇
所
数

に
対
す
る
同
文
箇
所
数
の
割
合
を
％
で
表
し
た
。【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
に
拠
る
と
、
対
照
箇
所
数
は
少
な
い
も
の
の
、
伝
行
成
筆

大
字
切
と
近
い
関
係
に
あ
る
の
は
、
和
歌
で
は
雲
紙
本
・
関
戸
本
、
漢
詩
で
は
久
松
切
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
が
挙
げ
ら
れ
る
。

伝
行
成
筆
大
字
切
が
そ
れ
ら
の
伝
本
と
同
文
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
本
文
と
他
本
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
事
例
を
以
下
、
挙
げ
る
。
そ
の
際
、

ま
ず
伝
行
成
筆
大
字
切
の
詩
歌
句
を
載
せ
、
当
該
本
文
に
傍
線
を
付
し
、
次
に
そ
の
異
同
を
載
せ
、
そ
の
本
文
を
有
す
る
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧

内
に
示
す
。

①
386
■
■
■
ら
の
つ
き
の
ひ
か
り
し
さ
む
け
れ
は
か
け
み
つ
そ
ま
つ
こ
ほ
り
け
る
（
行
大
）

〈
同
〉
つ
き
の
ひ
か
り
し
（
雲
・
関
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
つ
き
の
ひ
か
り
の
（
粘
・
伊
・
久
）

  

月
乃
光
之
（
巻
）

②
396
か
そ
ふ
れ
は
わ
か
身
に
と
ま
る
と
し
つ
き
を
お
く
り
む
か
ふ
と
な
に
い
そ
く
ら
む
（
行
大
）

〈
同
〉
わ
か
み
に
と
ま
る
（
雲
・
関
）

我
身
に
留
る
（
巻
）
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葦手本 戊辰切 山城切 巻子本 久松切 伊予切 法輪寺切 近衛本 粘葉本 関戸本 雲紙本 行大 歌
詩

17 17 15 15 17 17 17 17 17 行大
10 10 4 9 9 9 9 12 12

58.8 58.8 26.7 60 52.9 52.9 52.9 70.6 70.6 ％
283 279 278 282 277 283 36 103 281 284

　
36 雲紙本

201 184 192 212 208 191 26 67 184 265 21
71.0 65.9 69.1 75.2 75.1 67.5 72.2 65.0 65.5 93.3 58.3 ％
283 279 278 282 277 283 36 103 281

　
759 40 関戸本

202 182 197 211 205 189 28 65 182 705 26 　
71.4 65.2 71.0 74.8 74.0 66.8 77.8 63.1 64.8 92.9 65 ％
280 276 277 279 276 283 34 103

　
827 763 41 粘葉本

184 179 148 183 220 266 33 94 585 559 29 　
65.7 64.9 53.4 65.6 79.7 94.0 97.1 91.3 70.7 73.3 70.7 ％
102 103 101 103 105 105 32

　
459 450 414 18 近衛本

69 72 60 60 86 94 31 432 315 313 12 　
67.6 69.9 59.4 58.3 81.9 89.5 96.9 94.1 70.0 75.6 66.7 ％
36 36 35 36 36 36

　
131 152 149 146 5 法輪寺切

27 24 21 24 29 33 121 146 109 112 4 　
75.0 66.7 60.0 66.7 80.6 91.7 92.4 96.1 73.2 76.7 80 ％
282 278 279 281 278

　
152 459 842 827 763 41 伊予切

192 183 155 194 227 149 428 809 583 559 29 　
68.1 65.8 55.6 69.0 81.7 98.0 93.2 96.1 70.5 73.3 70.7 ％
276 272 273 275

　
835 151 459 835 822 754 41 久松切

208 193 175 201 686 125 379 699 585 556 30 　
75.4 71.0 64.1 73.1 82.2 82.8 82.6 83.7 71.2 73.7 73.2 ％
281 277 276

　
825 830 147 452 830 817 751 41 巻子本

200 187 170 526 530 86 285 532 455 430 23 　
71.2 67.5 61.6 63.8 63.9 58.5 63.1 64.1 55.7 57.3 56.1 ％
277 273

　
809 814 819 151 444 819 806 738 38 山城切

168 156 508 657 653 121 344 656 603 565 25 　
60.6 57.1 62.8 80.7 79.7 80.1 77.5 80.1 74.8 76.6 65.8 ％
278

　
813 824 829 834 149 458 834 823 755 41 戊辰切

205 669 561 696 714 122 388 716 609 583 28 　
73.7 82.3 68.1 84.0 85.6 81.9 84.7 85.9 74.0 77.2 68.3 ％

　
813 796 807 812 817 145 439 817 807 740 38 葦手本
682 598 515 625 631 121 350 633 561 534 21 　
83.9 75.1 63.8 77.0 77.2 83.4 79.7 77.5 69.5 72.2 55.3 ％

【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
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〈
異
〉
わ
か
み
に
つ
も
る
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

③
585
お
ほ
て
ら
の
い
り
あ
ひ
の
か
ね
の
お
と
こ
と
に
け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
き
く
そ
か
な
し
き
（
行
大
）

〈
同
〉
お
ほ
て
ら
の
（
雲
・
関
・
巻
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
や
ま
て
ら
の
（
粘
・
近
・
伊
・
久
）

やお

ほま
て
ら
の
（
山
）

④
318
尋
陽
江
色
湖
添
満
彭
蠡
秋
声
雁
引
来
（
行
大
）

〈
同
〉
湖
（
関
・
久
・
巻
・
唐
2
・
山
）

〈
異
〉
潮
（
雲
・
粘
・
伊
・
散
・
戊
・
葦
）

⑤
475
王
郎
八
葉
之
孫
摭
徐
詹
事
之
旧
草
（
行
大
）

〈
同
〉
事
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
子
（
粘
・
近
・
伊
・
太
）

⑥
608
観
空
浄
侶
心
懸
月
送
老
高
僧
首
剃
霜
（
行
大
）

〈
同
〉
浄
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
太
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
僧
（
雲
・
関
）

右
の
う
ち
の
①
・
②
・
③
・
⑤
は
伝
行
成
筆
大
字
切
と
雲
紙
本
類
と
の
同
文
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
②
・
③
は
伝
行
成
筆
大
字
切
・
雲
紙
本

類
の
誤
写
で
あ
り
、
⑥
の
「
僧
」
は
雲
紙
本
類
の
誤
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

漢
詩
に
お
け
る
同
文
率
の
高
い
久
松
切
と
は
、
右
の
う
ち
の
①
・
②
・
③
で
は
伝
行
成
筆
大
字
切
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
。
し
か
し
、
④
・
⑤
・

⑥
で
は
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
両
本
に
は
注
記
に
お
い
て
一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
。
事
例
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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⑦
323
賓
鴻
是
故
人　

後
中
書
王
（
行
大
）

〈
同
〉
賓
鴻
是
故
人　

後
中
書
王
（
久
）

〈
異
〉
秋
雁
似
故
人　

後
中
書
王
（
雲
・
関
・
多
）　　

秋
雁
似
故
■　

後
中
書
王
）
9
（

（
山
）

後
中
書
王
（
粘
・
伊
・
戊
・
葦
）

⑧
389
雪
尽
氷
亦
釈　

相
規
（
行
大
）

〈
同
〉
雪
尽
氷
亦
釈　

相
規
（
久
）

〈
異
〉
相
如
（
雲
）

雪
中
氷
亦
釈　

相
如
（
関
）

相
規
（
粘
・
伊
・
下
・
戊
・
葦
）

一
方
、
前
掲
①
〜
⑥
の
当
該
箇
所
で
は
、
伝
行
成
筆
大
字
切
と
十
二
世
紀
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
諸
伝
本
（
山
城
切
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
）

と
の
同
文
箇
所
も
確
認
さ
れ
る
。
伝
行
成
筆
大
字
切
が
そ
れ
ら
の
伝
本
と
同
文
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
本
文
と
他
本
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
事
例

を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⒧
305
し
ら
つ
ゆ
も
し
く
れ
も
い
た
く
も
る
や
ま
は
し
た
は
の
こ
ら
す
も
み
ち
し
に
け
り
（
行
大
）

〈
同
〉
も
み
ち
し
に
け
り
（
下
・
戊
）

〈
異
〉
い
ろ
つ
き
に
け
り
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
山
・
巻
・
葦
）

⑵
385
霜
嫌
鶴
唳
寒
無
露
水
結
狐
疑
■
■
氷
（
行
大
）

〈
同
〉
嫌
（
山
）

〈
異
〉
妨
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
多
・
巻
・
戊
・
葦
）
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⑶
477
贈
爵
新
恩
①
文
②
剋
石
獲
③
驎
後
集
世
知
丘
（
行
大
）

①
〈
同
〉
文
（
葦
）

 

文銘
（
山
）

〈
異
〉
銘
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
巻
・
戊
）

②
〈
同
〉
剋
（
山
）

〈
異
〉
刻
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
巻
・
戊
・
葦
）

③
〈
同
〉
驎
（
山
）

〈
異
〉
麟
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
太
・
巻
・
戊
・
葦
）

堀
部
正
二
氏
は
右
記
⑵
・
⑶
の
当
該
箇
所
（
四
か
所
）
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
以
下
、
引
用
す
る
通
り
、
重
要
な
ご
指
摘
を
さ
れ
た
。

辛
う
じ
て
僅
か
数
葉
の
断
簡
を
遺
存
し
た
に
す
ぎ
な
い
大
字
朗
詠
集
切
に
の
み
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
は
こ
の
際
特
に
重
要
な

意
味
を
有
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
、
以
上
の
如
き
山
城
切
特
有
と
考
へ
ら
れ
る
箇
所
も
、
現
存
他
諸
本
に
見
え
な
い
か
ら
と
い
ふ
如

き
理
由
の
み
か
ら
、
こ
れ
を
後
世
的
な
変
訛
誤
謬
で
あ
る
と
断
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
極
め
て
危
険
で
あ
る
事
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
と
ま
れ

大
字
朗
詠
集
切
と
山
城
切
と
の
間
に
見
る
奇
し
き
符
号
よ
り
考
へ
て
み
て
も
、
今
我
々
が
山
城
切
特
有
と
考
へ
る
本
文
も
実
は
更
に
古
い
時

代
の
あ
る
系
統
本
の
特
徴
を
受
け
継
い
だ
も
の
が
多
く
存
す
る
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
）
10
（

。

前
掲
⒧
「
も
み
ち
し
に
け
り
」
に
つ
い
て
も
右
記
の
ご
指
摘
内
容
と
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
も
み
ち
し
に
け
り
」
は
、

後
代
、『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
に
お
い
て
普
及
し
た
本
文
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
後
世
的
な
も
の
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
伝
行
成
筆
大
字

切
が
当
該
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
堀
部
氏
が
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
実
は
古
い
時
代
か
ら
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
調
査
し
得
た
諸
伝
本
間
に
お
け
る
伝
行
成
筆
大
字
切
の
独
自
本
文
に
つ
い
て
は
、
和
歌
四
か
所
、
漢
詩
七
か
所
を
確
認
し
た
。
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四

本
調
査
結
果
に
よ
る
と
伝
行
成
筆
大
字
切
は
321
・
322
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
著
者
が
調
査
し
た
範
囲
内
で
は
平
安
時
代
の
書
写
と
さ

れ
る
諸
伝
本
の
う
ち
、
322
を
持
た
な
い
伝
本
は
粘
葉
本
類
の
み
で
あ
り
、
321
を
持
た
な
い
伝
本
は
雲
紙
本
類
の
み
で
あ
る
。
本
書
（
第
二
章 

第
六

節
）
中
、
述
べ
た
通
り
、
そ
の
322
、
及
び
「
後
人
に
よ
る
追
補
」
か
と
思
わ
れ
る
詩
歌
句
）
11
（

を
除
く
と
、
他
の
伝
本
に
は
あ
る
が
雲
紙
本
類
に
は
無

い
詩
歌
句
、
及
び
雲
紙
本
類
が
有
す
る
詩
歌
句
の
全
て
を
粘
葉
本
類
の
親
本
は
有
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。
よ
っ
て
322
の
有
無
は
注
目
す
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
行
成
筆
大
字
切
は
雲
紙
本
類
と
誤
写
か
と
思
し
き
本
文
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
が
、
粘
葉
本
類
と
の
同
文
箇

所
が
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
堀
部
正
二
氏
が
、
伝
行
成
筆
大
字
切
に
つ
い
て
、
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
と
は
「
別
種
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た

こ
と
は
本
節
の
冒
頭
に
お
い
て
引
用
し
た
通
り
で
あ
る
。
伝
行
成
筆
大
字
切
は
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
と
の
同
文
箇
所
を
有
す
る
も
の
の
、
堀
部

氏
の
ご
指
摘
の
通
り
、
同
種
と
ま
で
は
言
え
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
伝
行
成
筆
大
字
切
の
書
写
年
代
が
十
一
世
紀
中
葉
と
い
う
こ
と
が
事
実
で
あ

る
な
ら
ば
、
伝
行
成
筆
大
字
切
の
存
在
は
、
そ
の
頃
、
既
に
粘
葉
本
類
と
も
雲
紙
本
類
と
も
異
な
る
伝
本
が
存
在
し
て
い
た
証
左
と
な
る
。

粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
が
同
文
で
あ
る
場
合
、
伝
行
成
筆
大
字
切
に
は
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
と
の
間
に
異
な
る
要
素
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
十
二
世
紀
書
写
本
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
行
成
筆
大
字
切
と
の
同
文
箇
所
を
有
す

る
伝
本
に
は
十
二
世
紀
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
下
絵
切
・
山
城
切
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
等
が
挙
げ
ら
れ
、
注
記
に
つ
い
て
は
伝
行
成
筆
大
字

切
と
久
松
切
の
み
が
一
致
す
る
箇
所
を
見
出
し
た
。
伝
行
成
筆
大
字
切
、
及
び
十
二
世
紀
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
は
い
ず
れ
も
粘
葉
本
・
雲
紙
本

両
類
の
本
文
を
有
し
、
か
つ
前
述
し
た
321
・
322
を
有
す
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
本
書
中
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

久
曽
神
氏
は
雲
紙
本
類
を
「
初
稿
本
」
と
し
、
伝
行
成
筆
大
字
切
・
久
松
切
・
巻
子
本
・
葦
手
本
を
「
再
稿
本
」
と
し
、
粘
葉
本
類
を
「
精
撰
本
」

と
し
、
そ
の
三
種
は
（
恐
ら
く
撰
者
に
よ
り
）「
次
第
に
追
補
せ
ら
れ
た
結
果
」
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
、

伝
行
成
筆
大
字
切
・
久
松
切
・
巻
子
本
・
葦
手
本
を
ま
と
め
て
「
再
稿
本
」
と
す
る
そ
の
捉
え
方
で
は
整
合
し
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
本
書
（
第
三
章
）
中
、
指
摘
し
た
十
二
世
紀
書
写
本
に
存
す
る
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
の
混
淆
、
注
記
の
詳
細
化
に
つ
い
て
、
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後
代
的
特
徴
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
全
て
が
「
後
世
的
な
変
訛
誤
謬
」
で
あ
る
と
は
断
じ
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
本
調
査
結
果
か

ら
明
ら
か
と
な
っ
た
。

注（
1
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
385
頁

（
2
）
堀
部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
36
頁

（
3
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
。

（
4
）
久
曽
神
昇
氏
「
和
漢
朗
詠
集
の
本
文
批
評
」・「
大
字
和
漢
朗
詠
集
の
内
容
」（『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
所
収
）

（
5
）
①
は
『
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
所
蔵 
名
品
聚
』﹇
平
成
7
年  

サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
﹈
に
拠
り
、
②
は
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈

に
拠
る
。

（
6
）
久
曽
神
昇
氏
「
和
漢
朗
詠
集
の
本
文
批
評
」（『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
所
収
）

（
7
）
久
松
切
、「
賓
」
の
下
、「
雁
」
か
。

（
8
）
雲
紙
本
に
は
別
筆
に
て
「
天
浄
識
賓
鴻
」
が
書
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）「
故
」
の
下
、
不
明
。「
書
」
の
下
、「
王
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）
前
掲
（
注
2
）
に
同
。
332
・
333
頁

（
11
）
92
の
次
・
323
の
次
・
344
の
次
・
376
の
次
・
422
の
次
・
434
の
次
・
652
の
次
・
678
・
735
の
次
・
736
の
次
・
803
の
次
。




